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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯電話機の複数の正面操作ボタンと複数の側面操作ボタンを配置するために、前記各
操作ボタンに一対一に対応する所定の開口部を複数箇所設けた筐体ケースと、
　前記筐体ケースにおける正面及び側面の内側に沿って折り曲げられて配置され、光透過
性を有する弾性体シート上に、前記各操作ボタンを所定のデザインで固定した操作ボタン
部部品と、
　前記携帯電話に内蔵される回路基板フレーム上に設けられた、前記複数の正面操作ボタ
ン及び側面操作ボタンを照光させる必要な個数の操作ボタン照光用光源と、を備え、
　前記弾性体シートは、前記複数の正面操作ボタンを配置するための領域部分に前記側面
操作ボタンを配置するための領域部分を加えて一体化したシートであることを特徴とする
携帯電話機。
【請求項２】
　前記操作ボタン照光用光源は、前記操作ボタン部部品が有する弾性体シートを介して、
前記複数の正面操作ボタン及び側面操作ボタンを照光させるために必要な回路基板フレー
ム上の位置に設置されることを特徴とする請求項１に記載の携帯電話機。
【請求項３】
　携帯電話機の筐体ケースに、複数の正面操作ボタンと複数の側面操作ボタンを配置する
ための、前記各操作ボタンに一対一に対応する所定の開口部を複数箇所設ける工程と、
　光透過性を有する弾性体シート上に、前記各操作ボタンを所定のデザインで固定した操
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作ボタン部部品を、前記筐体ケースにおける正面及び側面の内側に沿って折り曲げて配置
する工程と、
　前記複数の正面操作ボタン及び側面操作ボタンを照光させる必要な個数の操作ボタン照
光用光源を前記携帯電話に内蔵される回路基板フレーム上に設ける工程と、
　前記操作ボタン部部品が配置された筐体ケースに、前記操作ボタン照光用光源が設けら
れた回路基板フレームを組み込む工程と、
　を備えたことを特徴とする携帯電話機の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、筐体の正面と側面に操作ボタンを備える携帯電話機及びその製造方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯電話機は高機能化が進展しており、ユーザによる入力操作のための手段たる
操作ボタン（キー）として、正面操作ボタンと側面操作ボタンを備える機種が開発されて
いる。携帯電話機の筐体の正面（側面）においてダイヤルボタン・機能ボタン・方向入力
ボタン等の各種の操作ボタン（キー）が所定のデザインで配置されると共に、筐体側面に
おいて所定の機能入力を実現するための操作ボタン（キー）が配置される。
【０００３】
　このように筐体の正面と側面の両方において操作ボタンを備えるような高機能機種の携
帯電話では、通常、上記正面操作ボタンと側面操作ボタンとを構成するために正面操作ボ
タン部分と側面操作ボタン部分とを２つの別々の部品として製作し、それぞれの部品を筐
体ケースに組み付けることにより携帯電話機製品を完成させている。
【０００４】
　また、特許文献１には、携帯電話機の筐体側面において操作ボタンを設ける技術が開示
されている。この技術は、携帯電話機筐体側面において防水及び滑り止めの機能を持たせ
るためのゴムを設け、そのゴム部に操作ボタンを設けることをその内容としている。
【特許文献１】特開平１０－１６４１９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、従来の携帯電話機においては、側面操作ボタン部分を構成する部品は、携帯電
話機の筐体ケースの内壁、及び、ケース内側に設けられた側面操作ボタン部品支持壁等に
よって仕切られた空間に嵌め込むことで組立されていた。この筐体ケースの一部分である
側面操作ボタン部品支持壁は、側面操作ボタンと回路基板フレームとの中間に位置する。
よって、回路基板フレーム上に設けられた操作ボタン照光用光源からの光は、この側面操
作ボタン部品支持壁により遮られ、側面操作ボタンまで光が届かず、側面操作ボタンは照
光機能を有していなかった。
【０００６】
　本発明は、上記のような問題点に鑑み、携帯電話機の正面操作ボタンだけでなく、側面
操作ボタンも照光させることが可能な携帯電話機及びその製造方法を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載の発明は、携帯電話機の複数の正面操作ボタンと複数の側面操作ボタンを
配置するために、前記各操作ボタンに一対一に対応する所定の開口部を複数箇所設けた筐
体ケースと、前記筐体ケースにおける正面及び側面の内側に沿って折り曲げられて配置さ
れ、光透過性を有する弾性体シート上に、前記各操作ボタンを所定のデザインで固定した
操作ボタン部部品と、前記携帯電話に内蔵される回路基板フレーム上に設けられた、前記
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複数の正面操作ボタン及び側面操作ボタンを照光させる必要な個数の操作ボタン照光用光
源と、を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　請求項２記載の発明は、前記操作ボタン照光用光源は、前記操作ボタン部部品が有する
弾性体シートを介して、前記複数の正面操作ボタン及び側面操作ボタンを照光させるため
に必要な回路基板フレーム上の位置に設置されることを特徴とする請求項１に記載の携帯
電話機としたことを特徴とする。
【００１２】
　請求項３記載の発明は、携帯電話機の筐体ケースに、複数の正面操作ボタンと複数の側
面操作ボタンを配置するための、前記各操作ボタンに一対一に対応する所定の開口部を複
数箇所設ける工程と、光透過性を有する弾性体シート上に、前記各操作ボタンを所定のデ
ザインで固定した操作ボタン部部品を、前記筐体ケースにおける正面及び側面の内側に沿
って折り曲げて配置する工程と、前記複数の正面操作ボタン及び側面操作ボタンを照光さ
せる必要な個数の操作ボタン照光用光源を前記携帯電話に内蔵される回路基板フレーム上
に設ける工程と、前記操作ボタン部部品が配置された筐体ケースに、前記操作ボタン照光
用光源が設けられた回路基板フレームを組み込む工程と、を備えた携帯電話機の製造方法
としたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、携帯電話機の正面操作ボタンだけでなく、側面操作ボタンも照光させ
ることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明に係る一の実施形態は、携帯電話機の筐体ケースに、複数の正面操作ボタンと複
数の側面操作ボタンを配置するための、前記各操作ボタンに一対一に対応する所定の開口
部を複数箇所設け、各操作ボタンを弾性体シート上に所定のデザインで固定した操作ボタ
ン部部品を、筐体ケースにおける正面及び側面の内側に沿って折り曲げて配置し、複数の
正面操作ボタン及び側面操作ボタンを照光させる操作ボタン照光用光源を設けた回路基板
フレームを、上記操作ボタン部部品と組み合わせて携帯電話機を構成する。
【実施例】
【００１５】
　本発明の一実施形態の実施例を、従来の携帯電話機と比較しつつ、添付図面に基いて以
下に説明する。まず、図１を用いて、本実施例における携帯電話機の構成について説明す
る。図１は、本実施例の携帯電話機の構成を示す分解斜視図である。以下の説明では、特
に折りたたみ型の携帯電話機（ヒンジ部を介して上部筐体筐体と下部筐体が回転可能に接
続される構成）で操作ボタン部が具備されるほうの下部筐体の構造について述べる。図１
では、上方が携帯電話機筐体の背面（裏面）であり、下方が携帯電話機筐体の正面（表面
、前面、操作入力部面）である。
【００１６】
　また、図２は、図１の各部品が組み立てられることにより構成される携帯電話機の外観
（特に背面側から見た外観）を示す図である。図２に示すように、本実施例の携帯電話機
では、筐体側面に操作ボタン（側面操作ボタン４）を設けている。本実施例では、例とし
て、携帯電話筐体の一側面において２つの操作ボタンを設ける形態について示す。
【００１７】
　図１に示すように、本実施例の携帯電話機は、大別して、表ケース１、操作ボタン部部
品２（正面操作ボタン３、側面操作ボタン４、弾性体シート６）、スイッチ回路７、回路
基板フレーム８（側面操作ボタン用基板搭載型スイッチ９、図示しない操作ボタン照光用
光源１３）、及び、裏ケース５を備えており、製品製造時にこれら各部品が組み立てされ
る。操作ボタン部部品２は、弾性体シート６に、複数の正面操作ボタン３、側面操作ボタ
ン４が所定デザインで固定化されて構成される単一の部品である。
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【００１８】
　本実施例の特徴のひとつは、正面操作ボタン３と側面操作ボタン４とを備える構成にお
いて、後に詳述する従来の携帯電話機では正面操作ボタン部と側面操作ボタン部とを別々
の部品で構成していたのを一体部品化する点にある。操作ボタン部を構成する弾性体シー
ト６は、従来よりも側面操作ボタン部１０を設ける分の領域を延長して設計、形成され、
所定位置に固定、配置される。図１では、点線枠で示す操作ボタン部部品２は、側面操作
ボタン部１０を含めて一体構成されている。
【００１９】
　製品製造時の操作ボタン組み付け工程において、正面と側面とを持つ表ケース１の内側
面に対し、内側面の形状に沿って操作ボタン部部品２（弾性体シート６）を折り曲げて配
置する。図１では、側面操作ボタン部１０が正面部に対して約９０度折り曲げられた状態
を示している。側面操作ボタン４は、弾性体シート６の側面操作ボタン部１０が折り曲げ
られて表ケース１と裏ケース５とで形成される筐体側面の開口部に露出、収容されるよう
に配置される。
【００２０】
　本実施例の携帯電話機及びその製造方法では、上記のように従来２つの別々の部品で構
成していた操作ボタン部を同一部品で一体構成するため、操作ボタン組み付け工数の低減
と部品コスト低減という効果を得ることができる。
【００２１】
　図１に示す操作ボタン部部品２は、弾性体材料で構成された支持体である弾性体シート
６に、複数の正面操作ボタン３と側面操作ボタン４とが所定デザインで配置、固定された
部品である。弾性体シート６は、光透過性を有するシリコンゴム等を材料として形成され
る。弾性体シート６は、図１に示すように、表ケース１とスイッチ回路７の間に配置され
る。操作ボタン部部品２に形成される操作ボタン（キー）である正面操作ボタン３、表ケ
ース１における開口部（貫通穴）、スイッチ回路７に形成されているドーム、及び、回路
基板フレーム８における接点等がそれぞれ対応するように配置される。また、操作ボタン
部部品２に形成される操作ボタン（キー）である側面操作ボタン４、表ケース１における
開口部（貫通穴）、回路基板フレーム８に搭載されている基板搭載型スイッチ９等がそれ
ぞれ対応するように配置される。
【００２２】
　図１に示すように、スイッチ回路７は、各正面操作ボタン３に対応して可撓性のドーム
形状の部分が設けられ、所定の回路が形成されている部品である。回路基板フレーム８は
、プロセッサやメモリ等の各種デバイスや回路が形成された基板であり、筐体内部におい
てスイッチ回路７、操作ボタン部部品２等を支持する。
【００２３】
　また、筐体ケース全体を構成する表ケース１と裏ケース５の一側面部には、筐体側面に
おいて側面操作ボタン４を配置、収容するための開口部が設計、形成されている。
【００２４】
　次に、図３は、図２に示す本実施例の携帯電話機の筐体のＡ－Ａ線の概略断面図である
。表ケース１の内側面に、正面操作ボタン３と側面操作ボタン４と各操作ボタンを所定位
置に固定している弾性体シート６からなる操作ボタン部部品２が配置される。
【００２５】
　表ケース１に設けられている貫通穴を通して正面操作ボタン３が露出する。また、側面
操作ボタン４は、表ケース１の内側面に沿って、弾性体シート６が折れ曲がることによっ
て、表ケース１の側面に形成される開口部から露出、配置される。
【００２６】
　弾性体シート６の内側には、正面操作ボタン３及び側面操作ボタン４に相対するスイッ
チ回路７が配置され、そのスイッチ回路７を内側から支える回路基板フレーム８が配置さ
れる。
【００２７】
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　弾性体シート６の内側には、正面操作ボタン３及び側面操作ボタン４に相対するスイッ
チ回路７が配置され、そのスイッチ回路７を内側から支える回路基板フレーム８が配置さ
れる。また、回路基板フレーム８には側面操作ボタンに対応して基板搭載型スイッチ９が
設けられる。
【００２８】
　図７は、図２に示す本実施例の携帯電話機の筐体のＡ－Ａ線の概略断面図である。図７
に示すように、ユーザによる正面操作ボタン３の押下により、弾性体シート６及びボタン
に対応するドーム部分１１が撓んで回路基板フレーム８における接点部に設置／非設置す
ることにより電気的にスイッチがＯＮ／ＯＦＦされる。また、ユーザによる側面操作ボタ
ン４の押下により、弾性体シート６が撓み、そして、ボタンに対応する回路基板フレーム
８に設けられた基板搭載型スイッチ９が有する片側の接点部ａが、基板搭載型スイッチ９
が有する他方の接点部ｂと接触／非接触することにより、電気的にスイッチがＯＮ／ＯＦ
Ｆされる。
【００２９】
　本実施例及び後で詳述する従来の携帯電話機の例で示したような、可撓性のドームを利
用したスイッチ方式、又は、基板搭載型スイッチは公知技術である。スイッチの詳細な方
式は各種存在する。本実施例の、筐体の正面部と側面部に設ける構成において、ドームを
利用した方式の操作ボタン又は基板搭載型スイッチを利用した方式以外にも各種の方式の
操作ボタンを混在して設けることができる。
【００３０】
　また、図４は、表ケース１に操作ボタン部部品２を組み付ける際に、操作ボタン部部品
２における弾性体シート６が表ケース１の内側面に沿って折れ曲がる様子について表した
断面図である。携帯電話機製品の組立工程において、表ケース１の内側面へ操作ボタン部
部品２を押さえ入れることで操作ボタン部部品２の有する弾性体シート６が表ケース１の
形状に沿って折れ曲がるという特性を利用して、側面操作ボタン４が予め設計されている
所定の開口位置に収容される構造となっている（弾性体シート６における側面操作ボタン
部の領域の形状や表ケース１における開口部の位置等が予め設計されている）。
【００３１】
　一方、従来の正面操作ボタン部と側面操作ボタン部とを備えた携帯電話機の構成につい
て、図８を用いて説明する。図８は、従来の正面操作ボタン部と側面操作ボタン部とを備
えた携帯電話機の構成について説明するための分解斜視図である。この従来の携帯電話機
は、大別して、表ケース１０１、正面操作ボタン部部品１０２（正面操作ボタン１０３、
弾性体シート１０６）、側面操作ボタン部部品１１１（側面操作ボタン１０４、側面操作
ボタン支持体１１０）、スイッチ回路１０７、回路基板フレーム１０８（側面操作ボタン
用基板搭載型スイッチ１０９、図示しない操作ボタン照光用光源１１３）、裏ケース１０
５とを備えている。これらの各部品が組み立てられることにより、図９に示すような、筐
体側面に側面操作ボタン１０４を備えた携帯電話機筐体が構成される。図９では、例とし
て、筐体の一側面において、側面操作ボタン１０４を２つ設けた構成を示している。
【００３２】
　表ケース１０１は、筐体正面側ケース部品であり、筐体背面側のケース部品である裏ケ
ース１０５と接合されることにより筐体ケース全体を構成する。表ケース１０１には所定
のデザインに基づいて配設すべき正面操作ボタン１０３に応じた開口部が形成されている
。
【００３３】
　正面操作ボタン部部品１０２は、支持体となる弾性体シート１０６に複数の正面操作ボ
タン１０３が固定された構成の部品である。図８に示す弾性体シート１０６の図示しない
側の面（正面側）に正面操作ボタン１０３が固定されている。
【００３４】
　側面操作ボタン部部品１１１は、支持体となる側面操作ボタン支持体１１０に側面操作
ボタン１０４が固定された構成の部品である。ここでは例として２つの側面操作ボタン１
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０４を設ける場合の構成を示している。
【００３５】
　表ケース１０１及び裏ケース１０５の一側面部（本例では正面に対して左側面部）には
、この両ケース部品が接合された状態において筐体側面に側面ボタン部部品１１１の側面
操作ボタン１０４を配置するために、側面操作ボタン１０４の形状に応じた開口部が設け
られている。
【００３６】
　このように、上記従来の携帯電話機では、操作ボタン部を構成する部品として、正面操
作ボタン部部品１０２と側面操作ボタン部部品１１１の２つの異なる部品を使用している
。
【００３７】
　弾性体シート１０６は、複数の正面操作ボタン１０３を固定する支持体となる部品であ
り、光透過性を有するシリコンゴム等の弾性体材料で構成される。この弾性体シート１０
６は、表ケース１０１とスイッチ回路１０７との間に配置される。スイッチ回路１０７に
は、配設される複数の正面操作ボタン１０３に対応して可撓性のドーム形状の部分が設け
られている。回路基板フレーム１０８には、配設される複数の正面操作ボタン１０３に対
応した接点部が設けられている。また、回路基板フレーム１０８には、側面操作ボタン用
基板搭載型スイッチ１０９が設けられている。
【００３８】
　携帯電話機筐体の組立工程において、図８に示した順で表ケース１０１と裏ケース１０
５の間に各部品が収容される。配設される正面操作ボタン１０３毎に、表ケース１０１に
おける開口部、正面操作ボタン部部品１０２における操作ボタン１０３、スイッチ回路１
０７におけるドーム部分、及び回路基板フレーム１０８における接点部がそれぞれ対応し
た配置構成をもっている。また、配設される側面操作ボタン１０４毎に、表ケース１０１
における開口部、側面操作ボタン部部品１１１における操作ボタン１０４、及び回路基板
フレーム１０８に設けられた基板搭載型スイッチ１０９がそれぞれ対応した配置構成をも
っている。
【００３９】
　次に、操作ボタンの押下によるスイッチＯＮ／ＯＦＦの仕組みについて簡単に説明して
おくと、正面操作ボタン１０３については、ユーザによる正面操作ボタン１０３の押下に
より図８に示すスイッチ回路１０７におけるドーム部分１１４に力が加わってドームが撓
み、これによりドーム部上面が基板フレーム１０８における接点部に設置すると電気的な
導通がなされ、これをもってスイッチがＯＮ又はＯＦＦされる仕組みである。
【００４０】
　また、図１０に示すように、側面操作ボタン１０４については、ユーザによる側面操作
ボタン１０４の押下により、側面操作ボタン支持体１１０が筐体ケースの内側に移動し、
回路基板フレーム１０８に設けられた基板搭載型スイッチ１０９が有する片側の接点部ａ
が移動して、基板搭載型スイッチ１０９が有する他方の接点部ｂと接触することにより、
スイッチがＯＮ又はＯＦＦされる仕組みである。
【００４１】
　ところで、従来の携帯電話機においては、筐体への操作ボタン部の組み付け作業時にお
いて、正面操作ボタン部部品１０２と、側面操作ボタン部部品１１１とは、それぞれ別々
に表ケース１０１の内面へ組み付けされることとなる。特に、側面操作ボタン部部品１１
１は、図１１に示すように、表ケース１０１の内面へ組み付けされるが、表ケース１０１
の内壁とケース内側に設けられた側面操作ボタン部品支持壁１１２によって仕切られた空
間に嵌め込むことで組立されていた。
【００４２】
　図１０は、図９に示す従来の携帯電話機の筐体のＡ－Ａ線の概略断面図である。図１０
に示されるように、この表ケース１０１の一部分である側面操作ボタン部品支持壁１１２
は、側面操作ボタン１０４と回路基板フレーム１０８との中間に位置する。よって、回路
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基板フレーム１０８上に設けられた操作ボタン照光用光源１１３からの光は、この側面操
作ボタン部品支持壁１１２により遮られ、側面操作ボタン１０４まで光が届かず、側面操
作ボタン１０４は照光機能を有していなかった。この操作ボタン照光用光源１１３は、回
路基板フレーム１０８上に、通常、複数個設けられており、複数の正面操作ボタン１０３
の照光用に用いられている。この操作ボタン照光用光源１１３は、複数の正面操作ボタン
１０３全体として十分な照光光量が得られるように、回路基板フレーム１０８上の適切な
位置に必要個数配置される。なお、図１０では、照光用光源は１個のみ図示し、他の照光
用光源は図示を省略している。
【００４３】
　一方、本実施例では、図４に示すように、弾性体シート６は、折り曲げられて表ケース
１の内側面に沿って配置されるため、弾性シート６自身の有する復元力により、表ケース
１の内側面に密着する。よって、従来の携帯電話機のように側面操作ボタン１０４を備え
た側面操作ボタン部部品１１１を、表ケース１に設けられた側面操作ボタン支持壁１１２
により支持する構造を採る必要はなく、表ケース１の側面に形成される開口部から露出、
配置される側面操作ボタン４は、側面操作ボタン支持壁１１２が設置されていない状態に
おいても、所望の位置に固定支持される。
【００４４】
　なお、図１では、操作ボタン部部品２において側面操作ボタン部１０を正面部に対し約
９０度で折り曲げた形で示しているが、平面状の弾性体シート６が表ケース１内側面に配
置される際にこのように折れ曲がる形となる。
【００４５】
　以上のように本実施例の携帯電話及びその製造方法では、正面操作ボタン部と側面操作
ボタン部を同一部品として一体構成することで、従来の構成のように側面操作ボタン部部
品１１１（図８参照）を別途設ける必要がなく、操作ボタン部の構成に必要な部品数が従
来と比べて１点減少しているので、操作ボタン組み付け工数と共に部品コストも削減でき
るという効果が得られる。
【００４６】
　更に、従来、側面操作ボタン１０４と側面操作ボタン支持体１１０とからなる側面操作
部部品１１１を支持するために設けられた側面操作ボタン部品支持壁１１２（図１０参照
）を必要としたのに対し、本実施例の携帯電話及びその製造方法では、図７に示すように
、弾性体シート６自身の有する復元力により、弾性体シート６は、表ケース１の内側面に
密着するので、側面操作ボタン４は所望の位置に固定支持され、側面操作ボタン支持壁１
１２を設置する必要がない。これにより、図７に示すように、回路基板フレーム８上に設
けられた操作ボタン照光用光源１３からの光が、弾性体シート６を介して側面操作ボタン
４まで届くので、側面操作ボタン４を照光させることができる。
【００４７】
　この操作ボタン照光用光源１３は、回路基板フレーム８上に、通常、複数個設けられて
おり、複数の正面操作ボタン３の照光用に用いられている。この操作ボタン照光用光源１
３は、複数の正面操作ボタン３全体として十分な照光光量が得られるように、回路基板フ
レーム８上の適切な位置に必要個数配置される。なお、図７では、操作ボタン照光用光源
１３は１個のみ図示し、他の照光用光源は図示を省略している。
【００４８】
　なお、本実施例では、筐体ケース全体の構成として表ケース１と裏ケース５とで構成さ
れる典型的な構成について示しており、筐体側面は、表ケース１と裏ケース５における側
面部分の組み合わせにより構成される。
【００４９】
　また、本実施例では、筐体の（正面に対しての）一側面において側面操作ボタン４を設
ける構成を示したが、本発明の概念は筐体の有する複数の側面において側面操作ボタン４
を設ける構成についても適用することができる。筐体正面に対して、上側側面、右側側面
、左側側面、下側側面等の中で任意に組み合わせ選択して側面操作ボタン４を設ける構成
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とする。例えば、図５に、筐体正面に対して３つの側面において、側面操作ボタン部（１
２ａ、１２ｂ、１２ｃ）を設ける例を示す（正面部の操作ボタン３は図示を省略する。点
線部は折り曲げ線を示す）。１つの操作ボタン部部品２を構成する各側面部（１２ａ、１
２ｂ、１２ｃ）において、弾性体シート６における凸上の張り出し部分と側面操作ボタン
４とを所定の設計に基き適宜備えた構成となる。
【００５０】
　上記の構成とすることで、携帯電話機筐体に側面操作ボタン４を設けるに際して、選択
・組み合わせた側面数だけ従来より部品数を削減でき、また、対応して操作ボタン部組み
付け工数及び部品コストを削減することができる。
【００５１】
　また、本実施例では、側面操作ボタン部１２として、側面操作ボタン４の形状や数に応
じた分の領域を正面部から凸状に張り出す形状として設計した例を示したが、これに限ら
ず、図６に示すように、側面操作ボタン部１２における弾性体シート６による操作ボタン
支持体部分の形状は、矩形形状等の簡単な弾性体シート面積延長の形状としてこの延長領
域の所定位置に側面操作ボタン４を配置するように操作ボタン部部品２を設計、形成して
もよい。なお、図６では、正面部の操作ボタン３は図示を省略する。また、点線部は折り
曲げ線を示す。
【００５２】
　また、更に、本実施例では、携帯電話機の筐体において正面と約９０度の角度を成す関
係で側面操作ボタン４が配置される構成を示したが、このような９０度の配置関係に限ら
ず、筐体の形状に応じて所定の角度αの増減を許容して（９０±α）度の配置関係で同様
に側面操作ボタン４を構成することも可能である。例えば、筐体において正面と側面が形
成する角度が６０度の形状である場合でも、本実施例と同様の構成及び製造手順に従って
筐体側面に沿って弾性体シート６を折り曲げて側面操作ボタン４を設けることができる。
【００５３】
　以上により、本実施例の携帯電話機について説明したが、上述した実施例は、本発明の
好適な実施形態の一例を示すものであり、本発明はこれに限定されるものではなく、その
要旨を逸脱しない範囲において、種々変形実施が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の一実施形態の実施例の携帯電話機の構成を示す分解斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態の実施例の携帯電話機の外観を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態の実施例の携帯電話機における操作ボタン部部品２の配置関
係を示す断面図（Ａ－Ａ断面）である。
【図４】本発明の一実施形態の実施例の携帯電話機における弾性体シート６の折り曲げの
様子について示す断面図である。
【図５】本発明の一実施形態の実施例の携帯電話機における弾性体シート６の第１の変形
例を示す図である。
【図６】本発明の一実施形態の実施例の携帯電話機における弾性体シート６の第２の変形
例を示す図である。
【図７】図２に示す本発明の一実施形態の実施例の携帯電話機筐体のＡ－Ａ線の概略断面
図である。
【図８】従来の携帯電話機の構成を示す分解斜視図である。
【図９】従来の携帯電話機の外観を示す図である。
【図１０】図９に示す従来の携帯電話機筐体のＡ－Ａ線の概略断面図である。
【図１１】従来の携帯電話機の側面操作ボタン部部品１１１が、表ケース１０１の内面へ
組み付けされる様子を説明するための図である。
【符号の説明】
【００５５】
　１　　表ケース
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　２　　操作ボタン部部品
　３　　正面操作ボタン
　４　　側面操作ボタン
　５　　裏ケース
　６　　弾性体シート
　７　　スイッチ回路
　８　　回路基板フレーム
　９　　側面操作ボタン用基板搭載型スイッチ
　１０　　側面操作ボタン部
　１１　　ドーム部分
　１２　　側面操作ボタン部
　１２ａ　　側面操作ボタン部
　１２ｂ　　側面操作ボタン部
　１２ｃ　　側面操作ボタン部
　１３　　操作ボタン照光用光源
　１０１　　表ケース
　１０２　　正面操作ボタン部部品
　１０３　　正面操作ボタン
　１０４　　側面操作ボタン
　１０５　　裏ケース
　１０６　　弾性体シート
　１０７　　スイッチ回路
　１０８　　回路基板フレーム
　１０９　　側面操作ボタン用基板搭載型スイッチ
　１１０　　側面操作ボタン支持体
　１１１　　側面操作ボタン部部品
　１１２　　側面操作ボタン部品支持壁
　１１３　　操作ボタン照光用光源
　１１４　　ドーム部分
　ａ　　接点部
　ｂ　　接点部
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